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【新刊書籍のご案内】 

人材を活かす 評価制度の基本書 
 

 
 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社: 東京都港区、代表取締役社長: 池田 雅一） 組織人事ビジネ

スユニット 水江 無逸 執筆の書籍「人材を活かす 評価制度の基本書」が発行されましたので、お知らせいたします。 
 
【内容紹介】 

評価制度の構築には、その先の人材マネジメントや組織変革の視点を持つことが重要です。 
一方、時代の潮流と大きくずれていない仕組みを設計者として意識しておく必要もあります。 
また、評価制度は、等級制度や賃金制度と比較して、制度設計よりも運用の在り方が問われる制度でもあります。 
本書は、評価制度の基礎知識、制度改定に取り組む際の論点、制度設計の

方法、運用上の留意点を丁寧に解説します。 
従業員に選ばれる魅力的な企業となるよう、「時代に合った」評価制度を模索

している方に最適の 1 冊です。 
 

 
 

【著者プロフィール】  

水江 無逸（みずえ むいつ） 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング コンサルティング事業本部 組織人事ビジネスユニット 
九州大学法科大学院を修了の後、事業会社での勤務を経て、当社入社。組織人事ビジネスユニットに所属し、人

事制度設計、人材育成体系設計等、数多くの人材マネジメント改革に関するコンサルティングに従事。 
  

書籍名 人材を活かす 評価制度の基本書 

著者 水江 無逸 

発行 株式会社労務行政 

発行年月 2026 年 3 月 

価格 定価 3,740 円（本体 3,400 円＋税 10％） 

お求め方法 全国の一般書店で販売（オンラインストアを含む） 
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【本件に関するお問い合わせ】 
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 
コーポレート・コミュニケーション室  竹澤・梨子本 
〒105-8501 東京都港区虎ノ門 5-11-2 オランダヒルズ森タワー 
E-mail： info@murc.jp 


